
ボランティアコーナー

ある中学生の「ブラインド囲碁」との出会い

次回の担当は箪笥町ボランティアコーナーです
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７月下旬、「夏休み中に子どもが参加できるボランティア活動

はありますか？」と、大久保地区在住の方からコーナーへお電話

がありました。その方は中学２年生のお母様で、大久保地域セン

ターで、コーナーリーフレットを見て電話くださったとのこと。

同じ日に、早速、中学２年生のＫさんが来所されました。

Ｋさんは秋の文化祭でボランティアについて展示発表するため、

まずは実際に活動して学びたいと思ったそうです。後日、囲碁三

段のＫさんに「ブラインド囲碁」(※)をご案内したところ、夏休

み中の８月27日の回に参加することになりました。活動後、Ｋさ

んは「視覚障害者用碁盤の目は線が盛り上がっています。指の感

触を生かした対局は難しかったけれど、皆さんが優しく教えてく

れました。新鮮でとっても楽しかった！」と笑顔いっぱいでした。

社協に6か所あるボランティアコーナー
から日々の様子を綴ります

9/2７(月)  大久保ボランティアコーナー

アイマスクをして利用
者さんの感覚を体験
するKさん（右写真）

※ブラインド囲碁は、新宿社協「視覚障害者交
流コーナー」を活用した視覚障害がある方の
サークル活動です。

今回、Ｋさんは大久保ボラン
ティアコーナーを通してブライ
ンド囲碁を知り、特技の囲碁で
視覚障害者の皆さんとつながる
ことができました。コーナーで
は、今後も、地域の中でのご縁
をつなぐお手伝いをしていきた
いと思います！
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